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緑の中みんなでお弁当緑の中みんなでお弁当
６月８日（水）、６月８日（水）、磐梯山慧日寺資料館園庭で開かれた幼稚園のランチBOXデー磐梯山慧日寺資料館園庭で開かれた幼稚園のランチBOXデー。。
園児たちの笑顔と元気がいっぱいです。園児たちの笑顔と元気がいっぱいです。

今月の町勢

平成 23 年７月１日現在

■世帯数　１，２０９世帯

■人口　　　３，８６８人

　　男　　　１，８７８人

　　女　　　１，９９０人

■転入　　６人／転出　　８人

■出生　　２人／死亡　　３人
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磐梯町長選挙・磐梯町議会議員一般選挙開票結果

 当日の有権者数 : 3,124 人
 投票者数 : 2,610 人
 投票率 : 83.55％

1. 磐梯町長選挙  （敬称略）

 立候補者名 　　　得票数  
当選  1,414 票 無現
  1,167 票 無新

2. 磐梯町議会議員一般選挙  （敬称略）

 立候補者名 　　　得票数  
当選  301 票 無新
当選  291  票 無新
当選  278.577 票 無現
当選  269.823 票 共現
当選  223 票 無現
当選  219 票 無新
当選  205 票 無新
当選  203.422 票 共現
当選  202 票 無現
当選  201 票 無現
  174.176 票 無現

激
戦
の
末
に
町
長

議
会
議
員
が
決
定

‐
20
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
を
制
し
て
町
長
に
五
十
嵐 

氏
（
３
選
）、

議
会
議
員
も
選
挙
に
よ
り
新
人
4
人
を
含
む
10
名
を
選
出
‐

○
町
長
選
挙

　

６
月
21
日
（
火
）、
午
後
５
時
に
立

候
補
者
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
、

氏
、

氏
の
2
名
が

立
候
補
。
26
日
の
投
票
日
に
向
け
て
20

年
ぶ
り
と
な
る
選
挙
戦
に
入
り
ま
し

た
。

　

両
者
と
も
懸
命
の
選
挙
戦
を
展
開

し
、
即
日
開
票
の
結
果
、
接
戦
を
制
し

て

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

○
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

定
数
10
人
に
対
し
11
名
が
立
候
補

し
、
8
年
ぶ
り
と
な
る
選
挙
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
各
候
補
と
も
積
極
的
な

選
挙
戦
を
行
い
、
26
日
の
即
日
開
票
の

結
果
、
新
人
4
名
を
含
む
10
名
の
議
員

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　　

開
票
は
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大

勢
の
参
観
者
が
傍
聴
席
に
詰
め
か
け
て

両
選
挙
の
開
票
の
結
果
を
見
守
り
、
緊

張
感
が
漂
う
開
票
作
業
と
な
り
ま
し

た
。

町
長
初
登
庁 

五
十
嵐
町
政
三
期
目
へ

　

６
月
28
日
（
火
）、
20
年
ぶ
り
の
選

挙
戦
を
制
し
、
町
長
３
期
目
と
な
る

氏
が
、
多
く
の
人
々
が

見
守
る
中
で
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

車
か
ら
降
り
立
ち
花
束
を
受
け
取
る

と
、
出
迎
え
た
町
民
の
方
々
や
職
員
ひ

と
り
ひ
と
り
と
握
手
を
交
わ
し
、
庁
舎

の
正
面
玄
関
で
「
こ
れ
か
ら
4
年
間
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
の
言
葉
と

と
も
に
一
礼
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
登
庁
式
で
は
、
職
員
を
代

表
し
て

副
町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を

贈
り
、
五
十
嵐
町
長
か
ら
は
町
政
へ
の

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町民の皆様とともに「対話によるまちづくり」を

　　このたび、三期目の磐梯町長選挙に際しましては、町
民の皆様より力強いご支援と励ましを賜り、おかげさまを
もちまして引き続き町政運営の重任を担わせていただくこ
とになりました。
　多くの方々から寄せられましたご支援とご厚情に対し、
心よりお礼を申し上げます。
　今後は、町民の皆様とともに「対話によるまちづくり」
を基本に据え、秀峰磐梯山や 1200 年の時を超えて蘇っ
た史跡慧日寺跡などこの自然と歴史に恵まれた磐梯町を
真に自立した町へと大きく飛躍させるため、「温もりと活力
あるまちづくり」を基本理念に全国に先駆けて取り組んで
きた幼小中一貫教育の更なる充実や他産地との区別化と
流通販売の強化による磐梯ブランドの確立による強い農業
づくりなど、町民の皆様とともに他の町にはない特色のあ
る独自のまちづくりに努めてまいる所存であります。
　そして、この磐梯町をはじめとする福島県が東日本大震
災から一日でも早く復興できるよう全力を尽くしてまいりま
すので、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう心
からお願い申し上げます。

磐梯町長　 　開票作業の様子

当選証書の交付（町議会議員） 職員から花束を受け取り初登庁する  町長

当選証書の交付（町長）
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風評被害等に対する損害賠償講演会
6月 19日（日）、町中央公民館講堂において

風評被害等に対する損害賠償講演会が開かれま

した。日本弁護士連合会 災害復興支援委員会委

員の小林 玲子 弁護士を講師に招いた講演会に約

40 名が集まり、原発事故による風評被害等の損

害賠償の種類と範囲についてのわかりやすい説明

に耳を傾けました。

講演では、損害の種類が４つに分類されること、

損害の範囲が相当因果関係（健全な社会の一般

常識と考えるとわかりやすい）によって算出される

のが通常であること、損害を証明するためにも今

のうちから証拠書類を揃えていくことが大切である

ことが説明されました。

講演終了後には、弁護士 11 名による臨時法律

相談会も開催され、多くの方がそれぞれの問題に

ついて法律的なアドバイスを受けていました。

講演の様子

県スポ少会津支部功労賞受賞
6 月 6 日 ( 月 )、会津若松市において「平成

23 年度福島県スポーツ少年団会津支部表彰式」

が行われ、磐梯町から さん ( 大寺一区 )、

さん ( 横達 ) の２名が、「県スポーツ少

年団会津支部功労賞」を受賞しました。

元橋さん・卯月さんは、ミニバスケットボール

などで多年にわたってスポーツの実践と後進の育

成指導に務めてきた功績が認められ、今回の表彰

に至りました。

表彰受賞おめでとうございます。

落合生産組合が豊かなむらづくり
顕彰事業で表彰受賞

6 月 3日（金）、豊かなむらづくり顕彰事業優

秀団体表彰状伝達式が役場庁舎において行われ、

落合生産組合が優秀団体（むらづくり部門）とし

て表彰されました。

落合生産組合は、耕作放棄地の再生や有機栽

培推進に積極的に取り組み、地域の活性化に貢

献していることが高い評価を受けました。

表彰伝達式では、 組合長から「重みと責

任のある賞に恥じないよう日々努力していきたい」

と謝辞が述べられました。伝達された褒賞を手に記念撮影

（153）

なぜ　湯 殿 山 23
「湯殿山永代日参講発起之旨趣（し

しゅ）」が山都町教育委員会の資料
の中に残されている。日参講の募集
は、湯殿山の魅力をどのように見て
いたのか。本文は写真を虫眼鏡で見
てください。

私が勝手に要約して載せておきます。
1. 湯殿山の起こりの大権現は、大日
如来で衆生済度を利用するもので
ある。弘法大師は、凡てのものの
利益を施す開基である。

2. ここはむずかしいが、多数の諸仏
の事物をまとめていうと、律、刹、閻、
潟、絶類の秘処である。これは仏
教用語を並べてあってどう音読する
かわからない。同域は、無双の霊
山である。

3. これだから俗世の闇を光を柔げ衆
生を救ってくれる。しかも天下国家
を守護し給う世に珍しい神仏の不
可思議な感応をあげる。
　世間の人はすべて知ることである。
「懺悔の輩は万知の罪障忽ちに滅
し、現世と来世の願いも速やかに
成就せんこと疑いなし」と断言し
ている。

4. しかし、遠国他境の人々を助ける
こと、老若の輩ここに来て斎戒行法
できないと嘆いている。そこで永
代日参講を行い、帰依あれば講中
代参として永代欠けることなく、本
山の木食行人が御山で禅定いたし
ます。続。　　（文・写真　國分）

湯
殿
山
永
代
日
参
講
発
願
帳

　

寛
政
10
年
（
１
７
９
８
年
）

　
　

表
口
別
当 

大
日
坊

厩嶽山祭り
6 月 19 日（日）、会津

地方の馬頭観音信仰の中
心とされる厩嶽山祭りが
行われ、多くの方が山頂
を目指しました。

打ち上げ花火の合図と
ともに 2 頭の白馬を先頭
に登山を開始した参加者
は、各自のペースで山頂

に向けて新緑の中を歩き、伝統の祭礼と山々のさわやかな空気
を満喫しました。

白馬を先頭に山頂を目指す参加者

花いっぱい運動
6月12日（日）、「花いっ

ぱい運動」が行われました。
朝早くから多くの町民の

ご参加をいただき、町道や
県道沿いの花壇に10,700
本のマリーゴールドの苗を
植えました。

皆様のおかげで沿道の
環境美化をはかることができました。ありがとうございました。

ご寄附ありがとうございます
５月 30 日（月）、        

1 さん（大寺一区）
から町の福祉向上のため
に役立てていただきたい
と 50,000 円のご寄附を
いただきました。

ご寄附の趣旨に沿って
有意義に活用させていた

だきます。ありがとうござ
いました。

役場を訪れた さん（左）

臨
時
法
律
相
談
会
の
様
子

二小で定例教育委員会開催
6 月 21 日（火）、定例

教育委員会（  委
員長）が第二小学校で開
かれました。

定例教育員会は、毎年
定期的に各学校で開催して
おり、今回は４校時目の授
業見学の後に、午後から
開かれ、保護者の傍聴のも

と、教育活動や放射能対策について話し合いが行われました。

定例教育委員会の様子

受賞報告に訪れた元橋さん（右）と卯月さん（中）
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義援金芳名報告
　3 月 11 日の東日本大震災の発生以降、多くの方から温かい善意をいただ

いております。芳名を報告し、改めて感謝申し上げます。

※　お詫びと訂正
６月号掲載の義援金報告において誤りがありました。「ゴルフ愛好会の皆さん」との記載がありますが、正しくは、「虹
の会江戸新 25周年記念コンペの皆さん」です。訂正のうえ、お詫び申し上げます。

○町受付分

 

 

  

 

○ 日本赤十字社 
　磐梯分区受付分

  

（順不同・敬称略）

　

近
年
は
、
冷
暖
房
の
普
及
が

め
ざ
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に
外
部

環
境
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く

な
って
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

不
快
指
数
は
温
度
と
湿
度
を

加
え
た
も
の
を
0.
72
倍
し
、
さ

ら
に
40.
６
を
加
え
た
数
値
で
す
。

そ
の
数
値
が
60
〜
70
の
間
が
人
間

の
体
に
快
く
感
じ
ら
れ
る
状
態
で

す
。不
快
指
数
が
上
が
る
につ
れ
て

ビ
タ
ミ
ン
、特
に
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
消

耗
が
多
く
な
り
、神
経
や
筋
肉
が

と
も
に
働
き
が
鈍
く
な
って
、疲
労

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

夏
バ
テ
の
原
因
に
は
、
体
温
の

調
節
不
全
、発
汗
に
よ
る
脱
水
症

状
、
食
欲
不
振
に
よ
る
栄
養
素
バ

ラ
ン
ス
の
崩
れ
、睡
眠
不
足
、夏
風

邪
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
の
冷
房
病

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
バ
テ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
積

み
重
な
って
起
こ
り
ま
す
。こ
の
ま

ま
慢
性
疲
労
に
移
行
し
な
い
よ
う

に
早
め
に
適
切
な
処
置
を
と
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

介護保険制度についてのQ＆ A
《Q1》介護保険サービスを利用したいのですが、どうしたらよいですか？
《答》 サービスを利用するには要介護（要支援）認定を受ける必要

があります。そのためには申請が必要です。磐梯町役場町民
課に申請の手続きをして下さい。直接申請に行けない場合な
どは、居宅介護支援事業所や磐梯町地域包括支援センターに
ご相談下さい。申請のアドバイスや手続きを代行します。

《Q2》 要介護（要支援）認定を申請してから認定結果がでるまでどのくらい
かかりますか？また、その期間にサービスを使いたい場合はどうする
のですか？

《答》 原則として申請した日から 30 日以内となっています。認定を受ければ
申請日にさかのぼって有効となり、申請日以降に受けたサービスについ
ては介護保険の対象となります。認定の結果が「自立」と判定された場
合は、この間に受けたサービス費は全額自己負担となります。

《Q3》 要介護（要支援）認定を申請し、約一ヵ月後結果の通知 ( 介護保険被
保険者証）が郵送されてきました。サービスを利用するにはどこに連
絡をしたらよいのでしょうか ?

《答》 結果はご本人だけに郵送されます。認定の結果（介護度）によって相
談する窓口が異なります。要介護１～５の認定の方は居宅介護支援事業
所、要支援１～２の認定の方は地域包括支援センターが窓口となります。
ご不明な場合は磐梯町地域包括支援センターにご連絡下さい。

夏バテ予防の食事のポイント

①ビタミンB1、B2を積極的にとる     

　夏は日本そばやそうめんなどの
さっぱりとして口当たりのよいもの
がほしくなります。こればかり食べずに、ビタミ
ン B1、B2 を多く含む食品 ( 豚肉、レバー、大豆、
納豆など )をこころがけてとるようにしましょう。

②食欲増進の工夫     

　「土用の丑の日にうなぎを食べる」という
風習が残っていますが、これはたんぱく質
の豊富なうなぎを食べて夏バテを解消しよ
うという意図です。しかし、食欲のないと
きには食べにくいこともあり、変わりに白身魚などをうまく利
用して食べるようにすると良いと思います。

③バランスのとれた食事を      

　普段よりも毎日の食事のとり方に注意し
て、規則正しい生活をこころがけましょう。
特に、朝食をしっかりとるようにして、主
食、主菜、副菜1～ 2品は取り揃えるようにします。

④冷たい飲み物を取り過ぎないように     

　冷たい飲み物の取り過ぎは身体を冷やし
てしまい、胃腸に負担をかけ食欲不振にな
ります。ビールや清涼飲料水などのとり過
ぎは控えてください。レモンジュース、トマトジュース、牛乳
など、栄養価のある飲料をとるようにしましょう。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
活
す
る
た
め
に
制
度

を
良
く
知
り
、
上
手
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
今
回
は
介
護
保
険
の

仕
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
と
回
答

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

夏
バ
テ
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

夏
バ
テ
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

がんばろう！福島

6月 22日（水）、 か
らの温かい善意が町に届けられました。

義援金を手渡す の皆さん（右3人）
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‐
熱
中
症
に
つ
い
て
‐

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師　

　

熱
中
症
と
は
、
読
ん
で
字
の

と
お
り
、
熱
に
中
る
と
い
う
意

味
を
も
っ
て
い
て
、体
の
中
と
外
の

「
あ
つ
さ
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
様
々
な
体
の
不
調
で
す
。

熱
中
症
は
、
熱
波
に
よ
り
主
に

高
齢
者
に
起
こ
る
も
の
、
幼
児
が

高
温
環
境
で
起
こ
る
も
の
、
暑
熱

環
境
で
の
労
働
で
起
こ
る
も
の
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
起
こ
る
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
と

い
う
と
、
暑
い
環
境
で
起
こ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

や
活
動
中
に
お
い
て
は
、
体
内
の

筋
肉
か
ら
大
量
の
熱
を
発
生
す

る
こ
と
や
、
脱
水
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
寒
い
と
さ
れ
る
環
境
で
も

発
生
し
う
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

前
日
ま
で
に
比
べ
、
急
に
気
温
が

上
が
っ
た
場
合
、
梅
雨
明
け
を
し

た
ば
か
り
の
時
、
気
温
は
そ
れ

ほ
ど
で
な
く
と
も
、
湿
度
が
高
い

場
合
、
活
動
場
所
が
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
な
ど
の
人
工
面
で
覆
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
や
草
が
生
え
て
い
な

い
裸
地
、
砂
の
上
な
ど
の
場
合
、

普
段
の
活
動
場
所
と
は
異
な
っ

た
場
所
で
の
場
合(

涼
し
い
と
こ

ろ
か
ら
暑
い
と
こ
ろ
へ
な
ど)

は

特
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
大
変
に
身
近
な

と
こ
ろ
で
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
十
分
に
そ
の
危
険
性
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

従
来
、医
学
的
に
は
熱
け
い
れ
ん
、

熱
疲
労
、
熱
射
病
の
3
つ
の
病
態

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
以

下
の
よ
う
に
熱
中
症
の
重
症
度

に
よ
り
分
類
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

Ⅰ
度
は
軽
症
度
に
分
類
さ
れ
、

四
肢
や
腹
筋
な
ど
に
痛
み
を

伴
っ
た
け
い
れ
ん
や
、
脈
が
弱

く
な
っ
た
り
、
呼
吸
回
数
が
多

く
な
っ
た
り
、
顔
色
が
悪
く
な
っ

た
り
、
数
秒
程
度
の
失
神
と
い
っ

た
症
状
も
含
ま
れ
ま
す
。

・ 

Ⅱ
度
は
中
等
度
で
、
め
ま
い
感
、

疲
労
感
、虚
脱
感
、頭
重
感
（
頭

痛
）、
失
神
、
吐
き
気
、
嘔
吐
な

ど
の
い
く
つ
か
の
症
状
が
重
な
っ

て
お
こ
る
こ
と
が
多
く
、
血
圧

の
低
下
、
脈
が
速
く
な
り
皮
膚

の
蒼
白
、
多
量
の
発
汗
な
ど
の

シ
ョッ
ク
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

・ 

Ⅲ
度
は
重
症
度
で
意
識
障
害
、

お
か
し
な
言
動
や
行
動
、
過
呼

吸
、
シ
ョッ
ク
症
状
な
ど
が
、
Ⅱ

度
の
症
状
に
重
な
り
合
っ
て
起

こ
り
、
中
枢
神
経
系
を
含
め
た

全
身
の
多
臓
器
障
害
と
な
り
、

命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

睡
眠
不
足
は
熱
中
症
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
、
発
熱
、
疲
労
、

下
痢(

便
通
の
状
態)

、
二
日
酔

い
、
貧
血
、
循
環
器
疾
患
な
ど

も
原
因
と
な
る
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
す
。
特
に
暑
い
時
期

は
下
痢
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、

下
痢
は
脱
水
状
態
を
引
き
起
こ

し
、
水
分
を
摂
っ
て
も
吸
収
が
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
て

も
、
寝
て
い
る
だ
け
で
も
「
汗
」

は
か
い
て
い
ま
す
。
水
分
補
給
の

考
え
方
は
、
こ
の
か
い
て
し
ま
っ

た
汗
を
、
食
事
や
飲
み
物
を
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
補
う
、
と
い
う

こ
と
で
す
。　
　
　
　

　

た
だ
、
水
だ
け
を
摂
っ
て
も
、

吸
収
の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
良

く
な
い
た
め
、
脱
水
か
ら
の
回

復
が
あ
ま
り
早
く
あ
り
ま
せ
ん
。

薄
い
塩
分
と
糖
分
を
含
ん
だ
ス

ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
は
、
吸
収
が

早
い
の
で
す
が
、
糖
尿
病
や
心
臓

病
の
方
は
取
り
す
ぎ
に
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

Ⅲ
度
の
重
症
の
熱
中
症
は
命

に
か
か
わ
る
た
め
直
ち
に
救
急

搬
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

熱
中
症
の
発
症
者
に
対
し
て
、

応
急
手
当
を
行
う
の
に
必
要
な

物
と
し
て

１ 

冷
却
剤
（
氷
嚢
、
ア
イ
ス
パ
ッ

ク
な
ど
と
、
冷
水
を
作
る
た

め
に
十
分
な
量
の
氷
）

２  

送
風
器
具
（
送
風
で
き
る
も

の
な
ら
ば
、
団
扇
、
扇
風
機
、

服
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

も
可
）

３ 

水 

も
し
く
は 

ぬ
る
い
お
湯

（
可
能
な
ら
ば
、
霧
吹
き
を

用
意
し
、
そ
の
中
に
水
を
入
れ

て
お
く
）

４ 

ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
（
塩
分

濃
度
0.1
〜
0.2
％
、
糖
分
濃
度

３
〜
５
％
で
、
５
〜
15
℃
程

度
に
冷
や
し
た
も
の
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

傷
病
者
が
発
生
し
た
際
は
そ

れ
が
ま
ず
ど
の
よ
う
な
症
状
か

を
観
察
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
、
意
識
の
状
態
を
確
認
し

て
下
さ
い
。
名
前
を
呼
ぶ
、
肩

を
軽
く
た
た
く
、
応
答
が
で
き
る

な
ら
そ
の
者
が
絶
対
に
わ
か
る

は
ず
の
質
問
を
す
る
な
ど
を
し
つ

つ
、
意
識
の
状
態
が
ど
の
程
度
な

の
か
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

わ
せ
て
、生
の
兆
候(

意
識
、呼
吸
、

脈
拍
、
顔
色
、
体
温
、
手
足
の

温
度
な
ど)

の
チ
ェッ
ク
を
継
続

し
て
行
き
、
手
当
に
必
要
な
も
の

を
用
意
し
ま
す
。

１ 

安
静
を
と
ら
せ
る
。
安
静
を

保
て
る
環
境
へ
と
運
び
、
衣
服

を
緩
め
る
、
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
脱
が
せ
、
体
を
冷
却

し
や
す
い
状
態
と
し
ま
す
。

２ 

涼
し
い
場
所(

ク
ー
ラ
ー
の

入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
風
通
し

の
良
い
日
陰
な
ど)

で
休
ま
せ

る
。
症
状
に
応
じ
て
、
必
要

な
冷
却
を
行
い
ま
す
。

３ 

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場

合
に
限
り
、
水
分
補
給
を
お

こ
な
う
。
意
識
障
害
が
あ
る
、

吐
き
気
が
あ
る
場
合
に
は
、

医
療
機
関
で
の
輸
液
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
放
射
能
問
題
や
、
電

力
不
足
に
よ
る
節
電
の
勧
め
も

あ
り
、
閉
め
切
っ
た
室
内
で
エ
ア

コ
ン
も
使
わ
ず
に
高
温
と
な
っ
た

環
境
下
で
は
、
熱
中
症
が
起
こ

り
や
す
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

換
気
、
打
ち
水
、
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
を
高
め
に
設
定
す
る
、

扇
風
機
を
活
用
す
る
な
ど
家
庭

に
合
っ
た
方
法
で
、
工
夫
し
て
暑

い
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

　

６
月
11
日
（
土
）、「
エ
ル
ム

ホ
ー
ム
」
で
運
動
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
32
名
の
参
加
が
あ

り
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
は

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
係
り
や
点
数

係
、
そ
し
て
車
椅
子
を
押
し
た

り
す
る
お
手
伝
い
係
り
な
ど
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
級
生
は
赤
組
白
組

に
分
か
れ
て
ポ
ン
ポ
ン
を
持
っ

て
応
援
も
行
い
ま
し
た
。
子
ど

〔
磐
梯
大
学
講
話
〕

　

６
月
９
日
（
木
）、
町
太
極

拳
愛
好
会
会
長
の

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
不
老

長
寿
を
求
め
て　

古
代
中
国
人

の
養
生
法
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
極
拳
の
歴
史
に
つ
い
て
の

お
話
や
、
連
功
十
八
法
と
い
う

動
作
の
動
き
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た

動
き
な
の
で
、
無
理
な
く
練
習

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

　

６
月
19
日
（
日
）、
町
公
民

館
に
お
い
て
、
大
寺
五
区
の

さ
ん
を
講
師
に
「
和
風

な
食
材
で　

洋
風
簡
単
お
も
て

な
し
料
理
」
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
11
名
の
参
加
が
あ
り
、

「
お
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ
」「
ト
マ

ト
サ
ラ
ダ
」「
つ
ぶ
し
豆
腐
と

チ
ー
ズ
の
ス
ー
プ
」「
お
に
ぎ
り

カ
ナ
ッ
ペ
」
の
４
品
を
作
り
ま

し
た
。

　

先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

料
理
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
さ

す
が
主
婦
の
方
々
で
手
際
よ
く

あ
っ
と
い
う
間
に
料
理
が
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
後
全
員
で
試

食
会
を
行
い
、
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

も
達
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
一

生
懸
命
に
行
い
、「
ゴ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
」（
運
動
会
の
歌
）
を
開

会
式
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露

し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜８月の予定＞
  8 日 ( 月 )  磐梯大学講話（救急救命）
15 日 ( 月 )  成人式
15 日 ( 月 )    磐梯町お盆野球

大会

21 日 ( 日 )  第 13 回うつくしまトライアスロン in あいづ
24 日 ( 水 )  磐梯大学実技講座 1 回目

メモを取りながら真剣に
講話を聞いています

実技はゆったりとした呼吸で行います

皆、それぞれの係りでがんばりました！元気いっぱいの応援が運動会を盛り上げます

身近な材料で
おいしい料理ができました♪

あっという間に4品作成 !!さすがでした !
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日本脳炎についてのお知らせ日本脳炎についてのお知らせ
‐平成 17～ 21 年度の間に日本脳炎の予防接種の機会を逃した方々の接種時期が緩和されました‐

◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ　☎ 0242-74-1215
　会津若松年金事務所　☎ 0242-27-5321

東日本大震災によりパスポート( 旅券 )を紛失・焼失された方は、これら旅券が不正使用等される可能性

もあるため、紛失届の提出をお願いします。

都道府県旅券事務所では、平成 23 年 3月11日に発生した東日本大震災により自宅が滅失したり損壊す

る等してパスポートの紛失届を提出された方が希望する場合、紛失等したパスポートの残存有効期間を限度

とする震災特例旅券を、( 国の ) 手数料なしで発行する特例措置を行っています。

震災特例旅券についてのお知らせ震災特例旅券についてのお知らせ

◆問い合わせ先
　福島県パスポートセンター　☎024-525-4032

◆問い合わせ先　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成

17 年度から平成 21 年度まで、日本脳炎の予防接種のご案内を行いませんでした。

その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けら

れるようになっています。

　現在、この間に接種の機会を逃した方々への接種の機会の確保を進めています。

平成 23年度の接種をお知らせをしている対象者
○ 3歳 : 1 期初回接種
○ 4歳 : 1 期追加接種
○小学 3年生・小学 4年生（平成 13年 4月 2日～平成 15年 4月 1日生まれ）:
　  1 期接種の機会を逃した場合、1期接種の残りの回数

震災特例旅券の発給対象となる方
○ 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により、居住する住宅等が全壊・流失・半壊・床上
浸水その他これらに準ずる損害を受け、地震発生時に有効であったパスポートを紛失または焼失等
した方 ( 罹災 ( 被災 ) 証明書等にて確認します。)

○ 福島県パスポートセンター又は県内各地方振興局パスポート窓口 ( 県北を除く｡ ) において、上記
1のパスポートの紛失届を提出するとともに、旅券特例法の施行日 ( 平成 23 年 6月 8日 ) から平成
25 年 3月 31 日までの間にパスポート申請を行った方 　加えて、これまで定期接種ができなかった、7 歳半～ 9 歳未満、13 歳以上 20 歳未満でも接種できる

ようになりました。
※ 　1 期接種の機会を逃したこれ以外の方 ( 平成 15 年 4 月 2 日～平成 19 年３月 31 日生まれ ) への

1 期接種は、ワクチンの供給量も踏まえつつ、次年度以降にご案内する予定ですが、希望がある場
合は定期予防接種を行うことができます。

※ 　2 期接種の機会を逃した方 ( 平成 7 年 6 月１日～平成 13 年 4 月１日生まれ ) へのご案内につい
ては未定ですが、希望がある場合は定期予防接種を行うことができます。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付する

ことが困難な場合には、申請により保険料の納付
が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年
者（30 歳未満）納付猶予制度」があります。
　保険料の免除や猶予を受けず保険料が納め忘
れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事
態が発生すると、障害基礎年金・遺族基礎年金が
受けられない場合があります。
　手続きは、町役場国民年金担当窓口へ申請する
ことになります。申請書は、年金事務所または町
役場国民年金担当窓口に備え付けてあります。
　平成 23 年度の免除等の受付は、平成 23 年７
月 1 日から開始され、平成 23 年７月から平成
24 年６月までの期間を対象として審査します。
また、申請は原則として毎年度必要です。

ただし、平成 23 年７月に申請する場合は、
平成 22 年７月から平成 23 年６月分まで
の期間（前一年分）についても申請するこ
とができます。７月に前一年分の免除等も申請
される場合は、申請書を２枚提出されるようお願
いします。

<必要書類＞
紛失届と震災特例旅券申請を同時に行う場合

①紛失一般旅券等届出書
②一般旅券発給申請書（5 年用）
③戸籍謄本又は抄本 1 通、
④写真（45mm × 35mm）2 葉
⑤ 住民票の写し 1 通（住基ネットで確認で

きる場合は不要）
⑥ 身元確認書類（運転免許証等）
⑦罹災（被災）証明書

<注意事項＞
・ 震災特例旅券の発行は、旅券特例法により認められた
ものです。同法の施行前にパスポートを取得された場合
や申請中の方については、対象となりません。(( 国の )
手数料の還付等はありません ) のでご注意ください。

・ 紛失等したパスポートが地震発生時点で有効であって
も、震災特例旅券の申請時に有効期間満了により既に失
効している場合、新たなパスポート (10 年又は 5 年 ) の
取得には手数料が必要ですのでご注意ください。なお、
震災特例旅券の申請時に有効期間が残っていても、渡航
先国の求める残存有効期間に満たない場合、この特例旅
券での入国が認められない場合があります。

・ 発給される震災特例旅券の有効期間は、紛失等したパ
スポートの有効期間満了日までの間で、震災特例旅券の
発行日から 5 年以内の月単位で計算される期間となり
ます。紛失等したパスポートの残存有効期間が 5 年以
上残っていた方については、1回目の震災特例旅券(5年)
の期間満了に当たって 2 回目の震災特例旅券を申請で
きます。

お気軽に
　お問い合わせ下さい！
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国民年金保険料免除等の申請について国民年金保険料免除等の申請について

◆問い合わせ先
　磐梯町保健福祉センター　☎ 0242-73-3101
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●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 6/ 2 　一 の 沢 91歳
 6/19 　大 寺 四 区 90歳
 6/21 　本 寺 96歳

（6月期　敬称略）

会津若松地方広域市町村圏整備組合職員募集について会津若松地方広域市町村圏整備組合職員募集について
行政職の募集

平成 24 年 4月採用予定の職員を募集します。
1 採用職種及び採用予定人数
　行政職・若干名
2 受験資格

高校卒業程度の学力を有する方で、昭和59年
4月2日から平成6年4月1日までに生まれた者

3 試験申込書の請求
会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局・
消防本部・消防署・分署・出張所で交付します。
整備組合のホームページ
(アドレスhttp://www.aizu-kouiki.jp) から受験
案内・試験申込書をダウンロードすることがで
きます。

4 郵送を希望する場合
封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、
あて先を明記して120 円分の切手を貼った返
信用封筒 (A4 判大 )を同封し、会津若松地方
広域市町村圏整備組合事務局総務課総務係
〒965-0037 会津若松市中央三丁目10-12 へ
郵送で請求してください。

5 受付期間

平成23年7月13日(水 )～8月12日(金 )
※ 　執務時間中に限ります。執務時間 8 時 30

分から17 時 15 分まで。ただし、土曜日、
日曜日及び祝日は除きます。

※ 　郵便による申込書提出の場合は、平成 23
年 8月12日 ( 金 ) の消印があるものまで受
付けます。

6 第一次試験
と き 平成 23 年 9月18日 (日 )
ところ 会津大学
内 容 教養試験と事務適性試験

◆問い合わせ先
　会津若松地方広域市町村圏整備組合
　事務局 総務課  総務係　☎0242-24-6311

◆問い合わせ先
　会津若松地方広域市町村圏整備組合
　消防本部 総務課　☎0242-59-1400

消防職員の募集
来年採用予定の消防職員・消防職員 ( 救急救命士 )
を募集します。
1 採用職種及び採用予定人員

試験職種 採用予
定人員 職務内容

消防職員 12名
程度

消防署等において、警防、予
防、救急等の業務に従事しま
す。男女とも原則として深夜
業を含む交替制勤務です。(6
ケ月間の消防学校研修後、各
所属に配属されます。)

消防職員
( 救急救命士 ) 若干名

2 受験資格
・ 高等学校卒業程度の学力を有する方で、昭和
59 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに
生まれた者。身体の基準は、身体強健な者と
する

・ 救急救命士については、昭和 59 年 4 月 2 日
以降に生まれた人で、救急救命士法による救
急救命士の免許の交付を受けていること

3 試験申込書の請求
消防本部・消防署・分署・出張所で交付します。
なお、消防本部(http://www.119-aizu.jp)のホー
ムページから受験案内・試験申込書をダウン
ロードすることができます。

4 郵送を希望する場合
封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書き
し、120 円分の切手を貼った、あて先明記の
返信用封筒 (A4 判大 ) を必ず同封して、会津若
松地方広域市町村圏整備組合消防本部総務課
〒 965-0131 会津若松市北会津町中荒井字諏
訪前 11 へ送付してください。

5 受付期間

平成23年7月13日(水 )～8月12日(金 )
※ 　執務時間中に限ります。執務時間 8 時 30

分から 17 時 15 分まで。ただし、土曜日、
日曜日及び祝日は除きます。

※ 　郵便による申込書提出の場合は、平成 23
年 8 月 12 日 ( 金 ) の消印のあるものまで受
付ます。

6 第一次試験
と き 9 月 18 日 ( 日 )
と こ ろ 教養試験…会津大学
  体力試験…会津大学体育館

第２回ばんだい納涼盆踊りのお知らせ第２回ばんだい納涼盆踊りのお知らせ

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23 年６月末現在）

8月１日（月）

固 定 資 産 税（第2期）
国民健康保険税（第2期）
介 護 保 険 料（第1期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた

 6/ 3 　 男   勝 横 達
 6/14 　 男   貴大 更 科 団 地

◆問い合わせ先
　役場産業課 商工観光振興グループ ☎ 0242-74-1214

　夏の新たなイベントとしてはじまりました「ば
んだい納涼盆踊り」が今年も内容盛りだくさんで
開催されます。町民の皆さんをはじめ、多くの方
のご参加をお待ちしています。
日時 
　平成 23 年 8 月 13 日（土）
　午後 5 時～午後 8 時 20 分頃
開催場所
　磐梯町役場・磐梯町中央公民館前
主催
　磐梯町・磐梯町イベント実行委員会
主な内容
　・ 椿 あきら歌謡ショー（南

相馬市出身の演歌歌手）
　・ ザ ヤングビーツ スペシャ

ルライブ（今を駆け抜け
る王道のオヤジバンド）

　・盆踊り
　・露店コーナー
　・打ち上げ花火

※ 　露店に出店を希望される方は、7月 19 日（火）
まで事務局にお問い合わせください。
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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ちゃん（大寺四区）
平成23年2月14日生まれ

くん（赤枝）
平成23年2月23日生まれ

ちゃん（一の沢）
平成23年2月25日生まれ
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